
令和２年度宮城県NPO等の絆力を活かした震災復興支援事業補助金
（団体名）特定非営利活動法人 応援のしっぽ

（事業名）働きたい女性と地域社会のつながりを作る、コミュニティ形成支援及び仕事創出事業 ロジック・モデル

インプット アウトプット活動 アウトカム

（様式２別紙）

初期 中期 長期
【資金】
当該補助金
寄付金

【管理】
応援のしっぽ

【支援】
企業・NPO・手

しごと団体・学
校など、
50以上の支援
ネットワーク

【強み】

ものづくりのノ
ウハウ

コミュニティ形
成支援のノウ
ハウ

販路開拓のノ
ウハウ

支援者ネット
ワークからの
支援

制作メンバー募集
制作メンバー登録150名
実働メンバー100名
述べ参加人数 200名

技術講習会 20回以上
メンバー交流会2回
支援者交流会1回

サイトオープン（12月～3
月）

復興公営住宅及び近
隣住民間の交流が生
まれる

仲間ができ、居場所
ができ、継続していけ
る安心感とともに、コ
ミュニティができる

家庭事情にかかわら
ず、笑顔と誇りととも
に、女性が前向きに
生きやすい社会につ
ながる

何をしているのか、自
分でもできるのか、気
になる人が増える。

技術講習会、制作
メンバー交流会開
催

コミュニティ形成支
援ワークショップ開
催

受注体制の構築
ブラッシュアップ

受注営業

ワークショップ開催30回
述べ参加人数 240名

販売売上150万円

外へ出て社会と接点
を持つことで、前向き
に活発になれる

ネットワークができ、
悩みを共有できるよう
になる

制作メンバーの所得
が増え、ますます活
発に明るくなる

実績により、広報効
果が上がり、支援協
力団体も増える

支えられる側から支
える方へ移ることが
できる人がでてくる

団地と戸建ての垣根
が低くなり、孤立して
いる住民への声かけ
などが始まる

コミュニティに誘う人
間が増え、また興味
を持つ人間も増え、コ
ミュニティが拡大する

県外からのワーク
ショップ参加など、支
援交流人口が増える

活発な女性が増え、
負けじと男性も発奮し、
地域コミュニティの要
になるような社会に
なっていく。コミュニ
ティのコアメンバーが
固まり安定すれば、
相互扶助の力が働き
始め、孤立化や孤独
死を防ぐことができる
ようになる。

仕事を通して、地域で
地域を支える仕組み
は、一つの支援モデ
ルとして、他地域に波
及していく。


